
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨の季節に思う未来への予感 

もうすぐ梅雨入りとなり、これから蒸し暑くなりそうです。こんな雨の季節に私が頭に浮か

ぶ未来を予感した音楽のお話をしたいと思います。この季節に私の頭に浮かぶのは、日本が誇

る作曲家、武満
た け み つ

徹
とおる

さんの打楽器三重奏曲「雨の樹」です。この曲は１９８１年に作曲され、後

にピアノ曲としても発表されました。私はこの曲を初めて聴いた時､すごい衝撃を受けました｡

これほどまでに雨の情景が多彩に、しかも繊細に表現されている曲があったのかと思ったので

す。現代音楽というジャンルからくるインパクトの強さも  

あったと思いますが、生々しい雨の滴が心の中にダイレク

トに語ってくるように感じたのを覚えています。このよう

なインパクトのある現代音楽をつくる作曲家は、自分の書

いた音楽がどのように受け止められるのか、どんなことを

考えながら世に出すのかと､想像してしまう時があります。  

現代音楽というジャンルの幕開けは、ストラヴィンスキー作曲のバレエ音楽  

「春の祭典」と言われています。しかし、この曲の初演は大失敗だったようです。きしむよう

な不協和音、粗野で原始的なリズムなど、音楽としてあまりにも大胆過ぎたこの曲の初演の様

子について、｢曲が始まると､嘲笑
ちょうしょう

の声が上がり始めた｡野次
や じ

がひどくなるにつれ､賛成派と反対

派の観客達がお互いをののしり合い､殴り合い､野次や足踏みなどで音楽がほとんど聞こえなく

なり、劇場オーナーは観客に対して『とにかく最後まで聴いて下さい』と叫んだほどだった｡｣

その翌日の新聞には｢春の‟災”典｣という見出しの記事まで出たほど、凄まじいものだったよう

です。このような聴衆の反応を作曲者のストラヴィンスキーは予想していたのでしょうか？大

失敗の初演の１１カ月後に、彼は再度この曲の演奏会を開き、大成功を収めました。とすると、

彼は失敗するなどとは考えず、胸を張ってこの曲を世に送り出したのではないかと思うのです。 

「雨の樹」と「春の祭典｣､この２つの現代音楽の名曲は、作曲者がどのような音楽が人々に

受け入れられるかなどと考えた結果ではなく、未来を見つめ、未来の音楽を予感し、創造する

自分の道を突き進んできたからこそ完成された作品だと思うのです。未来に目を向け、未来を

想像することは、難しいことではないと思います。しかし、想像した未来から何か一つの事を

成すということは、本当にしっかりと未来を見ていないとできない事だと思うのです。まして、

将来に対して受け身のままで、自分の未来を見ようともせず、目先のことや過去のことにこだ

わってばかりいては、今の自分の成すべきことを見つけることはできません｡｢これからどうな

りたいのか｣「どうしたいのか｣といった未来への「目当て｣をしっかりもつことから｢今をどう

生きるのか｣といった｢実行」すべきことが目の前に見えてくるのです。  

緑が丘だより 
【学校教育目標】 ： 明るい未来を創造する 心豊かでたくましい生徒の育成 

（https://www.edu.ayagawa.ed.jp/ayakami-j/） 

２０１９年５月３１日（金）  
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あっ中魂が燃えた！春季運動会！ 
５月１８日（土）曇り空の中でしたが、「燃えろ あっ中魂!! 新時代への第一歩!!」のテ

ーマのもと、春季運動会を開催することができました。今年度は予定されていたすべてのプロ

グラムを行うことができ、昨年度天候の関係で行えなかったＰＴＡ種目も含め、生徒のみなら

ずご来賓や保護者、また地域の方々もご参加いただき、アットホームな雰囲気の中でプログラ

ムを進めることができました。ご協力ありがとうございました。毎年、生徒は選手としての出

番のみならず、放送や誘導、用具や決勝、審判など、様々な役割があり、自分の座席に座る時

間もあまりない状況でした。そこで、今年度は、熱中症対策の一つとして全員がテントの中に

入って給水する時間を作ってみました。ともあれ、生徒の力が発揮できるのは、それに合った

環境がどれだけ整っているのかも大事になってくると思います。今年も保護者や地域の方々に

支えていただいていることをひしひしと感じた運動会でした。心から感謝申し上げます。  

１年生が屋島集団宿泊学習へ！ 
５月２３日（木）～２５日（土）の２泊３日で、１年生が

屋島で集団宿泊学習を行いました。日々快晴の天候の中、す

べてのプログラムを順調に進めることができました。あまり

の天気の良さで気温が３０度を超え、熱中症を心配しました

が、海上でのカッター訓練に始まり、野外炊事、ウォークラ

リー、キャンドルサービス、釣り、奉仕作業など、水分補給

を十分に行いながら、暑さに負けず、病気や怪我なく、やり

抜くことができました。「絆」をテーマした目標の下、それ

ぞれが意識し、１年生の良さが発揮された屋島学習でした。  

奉仕作業ありがとうございました！ 
５月１１日（土）は、恒例となっておりますＰＴＡと生徒によ

る草抜き・草刈りの奉仕作業でした。保護者の皆様におかれまし

ては、朝早くから車や草刈機などの準備も含め、校内の環境美化

に対してご尽力くださり、ありがとうございました。おかげ様で

スッキリとした環境の中で運動会を行うことができました。毎

年、この奉仕作業に９０％を超える保護者の方々のご参加をいた

だいております。本当にありがとうございました。 

【カッターで一丸に】  【カレーにおまじない！】  

【全員リレーはバトンパスが肝！】  

【見事！足並み賞３年２組！】  【大縄跳びは 62 回で２年２組！】  【親子綱引きは３年生の勝利！】  【 Wong 先生の圧巻のリム回し！】  

【ギリギリまで考えた３年生の最後のポーズ！】  【腕から気合が伝わります！】  

６月の主な行事予定 
３日（月）校内弁論大会※(13:30～)     12 日（水）生徒総会 

５日（水）第１回学習の診断（３年）    25～27 日 １学期末テスト 

11 日（火）坂出地区弁論大会※(13:30～本校会場） ※是非、ご参加ください。 

【防波堤で集合写真】  
【ウォークラリーで  

洲﨑寺の問題を解く！】  

【たくさんの軽トラに感謝！】  


